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三　校

連盟講習会等に関する内規

₁　ブロック審判講習会（以下「講習会」という。）
は、ブロック内の審判技術の普遍化と向上を図るこ
とを目的として、毎年春または秋に実施する。

₂　講習会は、ブロック内の各支部持ち回りで開催す
ることを原則として、ブロック及び開催支部の責任
において実施すること。

₃　講習会の受講者は、ブロック内の各支部における
技術指導の適任者とする。

₄　講師は、ブロック内の審判技術指導員の中から必
要人数を審判技術指導員ブロック幹事（以下「ブロッ
ク幹事」という。）が選任する。なお、ブロック幹事
は、現場の責任者となる。また、開催支部の審判技
術指導員は全員講師として講習会の運営に協力する。

₅　ブロック内の審判研修員は必ずブロック講習会に
参加して受講しなければならない。

₆　講習会には、連盟より技術委員を講師として派遣
する。派遣された技術委員は講習会全般の指導とと
もに特に研修員の指導にあたる。

₇　講習会に係わる費用は、連盟補助金及びブロック
の負担金で賄うものとする。なお、受講者（研修員
を含む）の旅費、宿泊費等は、所属支部負担を原則
とする。また、連盟派遣の技術委員の旅費、宿泊費
等は連盟が負担する。

₈　健康保険証等これに準ずるものを必ず持参する
こと。

₉　開会式には、参加申込書に記載の全員の参加が
望ましいが、勤務等の都合で、参加できない者も
試合には出場できる。ただし、その人員が10名以
上でなければならない。また、少年部、学童部は、
監督・コーチ、参加申込書に記載された選手全員
参加のこと。

10　少年部及び学童部は保護者の同意書を参加申込
用紙と一緒に連盟に送ること。

11　参加料は、監督会議・監督主将会議で納入する
こと。

第₅条　天皇賜杯大会に前年度優勝チームの推薦出場
が認められているが、その構成員が₃分の₁以上
の変更があった場合は、出場資格を失う。

第₆条　この要領は、連盟規程、競技者規程及び競技
者規程細則に準ずる効力を有する。

第₇条　この要領の改廃は、理事会の議決を経て変更
することができる。

附則
この規定は、平成15年₉月24日より施行する。
　　　　　　平成18年12月₆日一部改定
　　　　　　平成21年12月４日一部改定

競技者必携_33-49_横.indd   49 12.2.14   6:43:45 PM




